
障害者虐待防止法にかかる事務処理要領 （内規集より抜粋） 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」（平成 23 年

法律第 79 号。以下、「法」という。）の施行に関し、法、関係法令及び「市町村・都道府県における

障害者虐待の防止と対応の手引き」（厚生労働省発行。以下、「手引き」という。）に定めるもののほ

か、本市における法の運用手続について必要な事項を定めるものとする。 

 

（コアメンバー会議） 

第４条 課長は、通報等の受理を行った者から報告を受けた時、事実確認が終了した時及び担当者が

支援計画案を作成した時にコアメンバーによる法第９条第１項に規定する協議（以下「コアメンバ

ー会議」という。）を開催する。 

 

（ケース会議及び支援計画） 

第５条 担当者は、コアメンバーによる協議及びケース会議の結果を踏まえ、関係職員及び被虐待者

の関係機関の職員を招集し、支援方針及び支援計画案を作成するものとする。 

２ 担当者は、前項の支援計画案をコアメンバー会議に諮り、支援計画として取りまとめるものとす

る。 

 

（事実確認、立入調査、養護者の支援等） 

第６条 法第９条から第１４条までに規定する措置は、コアメンバー会議によって決定し、担当者及

び課長が指定する職員が行うものとする。 

２ 前項の措置及び職員の指定は、被虐待者の特性、性別、年齢その他必要な事項に十分に配慮して

行うものとする。 

３ 事実確認は、事実確認票や面接票を参考にして必要なことがもれなく確認できるよう準備の上、

複数の職員で行うとする。 

４ 法第 11 条第 1 項に基づく立入調査を行う場合は、必要に応じて、障害者の安全を確保するため

に障害者虐待事案に係る援助依頼書により、警察署長に対して援助を求めることとする。 

 

（県への報告及び通知） 

第７条 障害者福祉施設従事者等による虐待に係る通報または届出を受けた場合において、事実確認

の結果、虐待の事実が認められた場合、または県と共同して事実の確認を行う必要が生じた場合

には、法第 17 条に基づき、県に報告する。  

２ 使用者による虐待に係る通報または届出を受けた場合において、事実確認の結果、虐待の事実が

認められた場合、または県と共同して事実の確認を行う必要が生じた場合には、法第 23 条に基

づき、県に通知する。 

 

 

 



 

 

（様式１）

 

 

□電話　□来所　□その他（　　　　）

住民票登録住所　□同左　□異

（続柄：　　　 ）

□自宅　　□病院（　　　　　　　　）　□施設（　　　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　　）

歳

　□家から怒鳴り声や泣き声が聞こえたり、大きな物音がする〔疑い〕
　□暑い日や寒い日、雨の日なのに長時間外にいる〔疑い〕
　□外出する姿を見かけない、声を聞かない〔疑い〕
　□必要と思われるサービスを利用している様子がない〔疑い〕
　□服が汚れていたり、お風呂に入っている様子がない〔疑い〕
　□あざや傷がある〔疑い〕
　□問いかけに反応がない、無表情、怯えている〔疑い〕
　□食事をきちんと食べていない〔疑い〕
　□年金などお金の管理ができていない〔疑い〕
　□養護者の態度（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　□その他（具体的内容を記載）

公益社団法人日本社会福祉士会作成「養護者による障害者虐待対応帳票VerⅠ」

　　　　　　　　　　　　相談・通報・届出受付票 　　　  
相談年月日    年 　月　　日　　時　　分  ～  　時　　分 対応者： 所属機関：

相談者

（通報者）

氏　　名 受付方法

住所または

所属機関名
電話番号

本人との

関係

□本人　　□家族親族（同居・別居）続柄：　　　　　□近隣住民・知人　□民生・児童委員

□相談支援事業所　　□障害福祉サービス事業所　　　□教育機関　　　　□職場

□医療機関　　　　　　　□警察　　　　　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　）

【本人の状況】

氏　名 性別 生年月日 □大正□昭和□平成　　年　　月　　　日 年齢 歳

主障害 □身体障害（　　　　）　□知的障害（　　　　）　□精神障害（　　　　）　□その他（　　　　）□不明

障害者手帳 □有（種別：　　　等級：　　　　）□無　□不明

現住所
電話： その他連絡先：

居　所

支援区分 □非該当　□区分（　　）　□申請中（　　月　　日）　□未申請　　□不明　　□申請予定

利用サービス
障害福祉サービス □有（　　　　　　　　　　　　）□無　□不明

その他サービス □有（　　　　　　　　　　　　）□無　□不明 相談支援事業所

その他特記事項：

【本人の意向など】※生活歴、キーパーソン、関係機関などわかる範囲で書き込む

【世帯構成】 【養護者の状況】

経済状況 生活保護受給　□有　　□無　　□不明

連絡先
電話番号 職業

年齢

続柄

□親（　　　　）□きょうだい（　　　　　　）

□子（　　　　）□子の配偶者（　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

【今後の対応】

　□相談終了：　□聞取りのみ　□情報提供・助言　□他機関への取次・斡旋（機関名：　　　　　　　　　　　）　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

　□相談継続：　□相談支援事業所等による継続相談（内容：　　　　　　 　　　　　　　）　□障害者虐待　 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　備考（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他特記事項

【主訴・相談の概要】

相談内容

虐待の

可能性

情報源
　相談者（通報・届出者）は　□実際に目撃した　　□怒鳴り声や泣き声、物音等を聞いて推測した

　　　　　　　　　　　　　　□本人から聞いた　　□関係者（　　　　　　　　　）から聞いた

家族状況（ジェノグラム） 氏名
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